






































































































































































軍監督庁より派遣された技術大尉 あり、白哲長身の美丈夫で、戦闘機の操縦士でもあったとして、次のようにその経歴が説明されている。 「彼には軍人に附き物 肩で風を切る風がなく一個の技術者として極めて協力的に且つ良心的に事態を処理しようといつた態度であつた」 。その後、白嶺は九州南端 航空基地に出張し現地修理班の一員として活躍し い が、終戦間際に本拠の横須賀航空基地に連絡に帰り、そこで終戦を迎えた。 「技術者であり操縦士でもある両刀使ひの だが、都合によつて終戦前は技術者としてその仕事一本に従事してゐた為に何とか命があつた だといふ」 横須賀航空基地は、占領軍の先達である米軍第五海兵隊が進駐軍最初の上陸を印した場所で、 「白嶺を始め在留した技術者の一行 急造 連絡事務所に罐詰めになり、その後三ヶ月に亘り終戦折衝 事務に忙殺 殆んど眠る暇もなかつたといふ。翌年早々やつと解放され京浜地方にある某工場 技術者と て入社した。当時 回顧して彼は云ふ。終戦を耳にしたとき死すべきか生きるべきかは彼にも一時、切実な迷ひであつた。だが彼はダンビラを振り廻す戦闘軍人ではない。無責任な自決を









































































































つけ加えたい。京都大学教授 福井謙一が一 八一年十二月にノーベル化学賞を受賞した際、 『化学』一九八二年一月号が受賞を祝福する特集を組み、 「福井謙一君
　
おめでとう！―中学・高校・大学の同窓生が語る」
































の巻頭言で、 「 〈趣味〉とは人生の余技だと云った人がおります。それなら人生の本技と 何だ？
　
と反問しま




































（ 36 ） 245
も、明確な目的意識を持って探偵小説を執筆した稀有な存在である。　
丘美が探偵小説を執筆するに当たって目的としたのは、科学的合理性・科学的精神の啓蒙普及であった。た





















































































トーリーであると。あるサイエンスがありましてね。そ を外挿しますと、この時点でこうなるんだという、科学的根拠をもって考えたものであるという事ですね。おとぎ話のように頭に浮かんだことを空想 なら誰だってできるんです。現状から判断して、近 将来はこうなり得 ということを外挿法で描いて、ボヤボヤしてたら危ないぞということを警告 ようと思ってたんですね」と述べている。すなわち 丘美は自らのＳＦを、

























































































































































態の中で、日本は「クレムリンの広場」 「ワシントンの広場」 象徴 れ 国際政治の中に組み込まれ、日本人は否応なしに何らかの意味で政治に対するコミットメ トを強制される存在であることを意識して悩む。






































































よれば、 『宝石増刊』 載 「鉛 小函」が東宝製作部長の田中友幸の目に止まり、丘美を航空自衛隊の仙台基地まで訪ね、 『地球防衛軍』原作の依頼があったという。 『地球防衛軍』は第一回目ということで、田中の

























































丘美丈二郎「佐門谷」 『別冊宝石』四巻二号 （一四号） 、岩谷書店、一九 一年十二月。
（
（）








俊彦『地球防衛軍』 『少 』一九五八年二月号別冊付録 （団鉄也・岡本俊彦『海底軍艦地球防衛軍東宝映画作品』枚
（ 46 ） 235









郎」とある。潤色は香山滋。ＤＶＤ『地球防衛軍』東宝株式会社、二○○一年 （ＤＶＤブックレットで 、 名は、 「原作・丘美丈二郎」に訂正されている） 。木村武脚本によるシナリオ 、東宝ＳＦ特撮映画シリーズＶＯＬ・
（
『キングコング対ゴジラ／地球防衛軍』東宝株式会社事業部出版商品販促室、一 八六年 所収。なお 東宝特撮画については、田中友幸監修『東宝特撮映画全史』東宝株式会社 事業室、一九八三年 （本書では、丘美丈二郎は「丘見丈二郎」と誤植） 。竹内博編『東宝特撮怪獣映画大鑑』朝日ソノ マ 一九八九年。ヤマダマサミほか『ゴジラ画報東宝幻想映画半世紀の歩み』竹書房、一九九三年。竹内博監修『全怪獣怪人大事典』下巻、英知出版、二〇〇三年、参照。
（
（）























































丘美丈二郎「波」 『宝石』 一巻十四号、一 五 年十月。
（
（（）











丘美丈二郎「 「鉛の小函」の頃」 『幻影城』四一号 （前掲） 、所収。
（
（（）














『宮崎駿監督作品風立ちぬ』東宝 （株） 出版・商品事業室、二○一三年七月二十日 （封切時の映画パンフレット） 。















































中村真一郎・福永武彦・堀田善衞『発光妖精とモスラ』筑摩書房、一九九四年 （ 『週刊朝日・別冊』一九 一年一




退職後、鮎川哲也が『急行出雲』に「汽車を招く少女」を再録するために連絡を取った一九七五年の時点で、すでに藤沢市に転居していた （鮎川哲也編『急行出雲 前掲、一三七頁） 。以上のことから、住所を翻刻しても個 情報の侵

























くるという海野十三『火星兵団』 （一九四一年） の意匠をも引き継いでいるといえよ 。海野十三傑作集Ⅲ『火星兵団

全』桃源社、一九七〇年。
